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初代 尚円王 御後絵
（大正 14年、鎌倉芳太郎撮影）

　火
災
に
見
舞
わ
れ
た
首
里
城
は
、現
在「
見
せ
る

復
興
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
一
つ
に
、世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

国
指
定
史
跡
で
も
あ

る
正
殿
の
基
壇
遺
構

の
公
開
が
あ
り
ま
す
。

正
殿
の
基
壇（
建
物
の

土
台
）の
石
積
み
は
、

首
里
城
跡
を
象
徴
す

る
重
要
な
遺
構
で
す
。

火
災
後
、焼
け
落
ち
た

正
殿
の
部
材
や
灰
な

ど
を
撤
去
し
、遺
構
を
保
護
す
る
処
置
を
講
じ
て

い
て
、来
場
者
が
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、正
殿
の
大
き
な
特

徴
の
一
つ
で
も
あ
る
大
龍

柱
は
、火
災
を
く
ぐ
り
抜
け
、

奇
跡
的
に
そ
の
威
容
を
残

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、細
か

い
損
傷
が
多
く
確
認
さ
れ

た
た
め
、修
復
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。現
在
は
、修
復
後

の
龍
柱
を
展
示
公
開
し
て

い
ま
す
。
　
　

　み
な
さ
ん
は
、「
鎌
倉
芳
太
郎
」と
い
う
名
前
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　香
川
県
に
生
ま
れ
、
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
沖

縄
で
、
琉
球
・
沖
縄
の
芸
術
・
文
化
に
魅
了
さ
れ
、

生
涯
を
沖
縄
研
究
に
捧
げ
、
型
絵
染
で
人
間
国
宝

に
も
認
定
さ
れ
た
人
物
で
す
。

　首
里
城
に
も
大
き
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
功
績
を
知
る
人
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

首
里
城
復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
鎌
倉
芳
太
郎
の
功
績
に
目
を
向
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

取
材
▼
秘
書
広
報
課
☎
８
６
２
・
９
９
４
２

　市
民・県
民
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
衝
撃
と
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
首
里
城
火
災
か
ら
、10
月

31
日
で
２
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。今
月
号
で
は
、現
在
の
首
里
城
の
状
況
や
復
興
計

画
、過
去
に
首
里
城
を
救
っ
た
男
と
言
わ
れ
る
鎌
倉
芳
太
郎
氏
の
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

首
里
城
火
災
か
ら
２
年
〜
こ
れ
か
ら
の
首
里
城
と
鎌
倉
芳
太
郎
〜

　計
画
期
間
は
、令
和
２（
２
０
２
０
）年
か
ら
令
和

13（
２
０
３
１
）年
ま
で
の
12
年
間
と
さ
れ
て
い
て
、

正
殿
の
復
元
は
令
和
８
年
度
を
目
標
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

現
在
の
首
里
城

今
後
の
県
の
復
興
計
画

首
里
城
を
救
っ
た
男

鎌
倉
芳
太
郎

初
来
沖
で
沖
縄
の
魅
力
の
虜
に

戦
争
を
経
験
し
型
絵
染
作
家
の
道
へ

首
里
城
・
沖
縄
へ
の
想
い

鎌
倉
氏
が
遺
し
た
宝
た
ち
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新
沖
縄
振
興
計
画

ス
タ
ー
ト（
仮
）

首
里
城
正
殿
の
復
元

北
殿
・
南
殿
の
工
事

着
手

新
沖
縄
振
興
計
画

最
終
年（
仮
）

再
建
に
係
る
県
事

業
開
始

首
里
城
復
興
基
本

計
画
ス
タ
ー
ト

首
里
城
焼
失

【
出

　
典
】

　
株
式
会
社 

沖
縄
文
化
の
杜

　

              「
麗
し
き
琉
球
の
記
憶
ー
鎌
倉
芳
太
郎
が
発
見
し
た
美
ー
」

　
三
木
町     「
三
木
町
出
身
の
偉
い
人 

鎌
倉
芳
太
郎
」

　
与
那
原
恵  「
首
里
城
へ
の
坂
道
」

【
画
像
協
力
機
関
】   

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
書・芸
術
資
料
館

　昭
和
20
年
、
自
宅
が
東
京
大
空
襲
に
遇
い
、
蔵

書
三
千
点
や
そ
の
他
多
く
の
資
料
が
焼
失
し
て
し

ま
い
ま
す
。し
か
し
、琉
球
芸
術
資
料
は
、勤
務
先

だ
っ
た
東
京
美
術
学
校
に
保
管
し
て
い
た
た
め
無

事
で
し
た
。こ
の
資
料
が
、戦
後
の
沖
縄
芸
術
の
復

興
に
大
き
く
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。紅
型
の

資
料
が
多
く
残
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
染
織
家

と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。こ
の
時
、

鎌
倉
氏
は
46
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　東
京
に
い
な
が
ら
も
紅
型
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入

れ
た
染
織
家
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
、
昭
和
48

年
、
75
歳
で
重
要
無
形
文
化
財「
型
絵
染
」保
持
者

（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　鎌
倉
氏
が
首
里
城
を
救
っ
た
の
は
正
殿
取
り

壊
し
の
一
度
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。沖
縄
戦
で

破
壊
さ
れ
た
後
、
琉
球
大
学
が
設
置
さ
れ
、
首
里

城
跡
地
は
城
不
在
の
時
期
が
続
き
ま
し
た
。そ
ん

な
中
、
首
里
城
正
殿
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
動
き

が
出
始
め
、昭
和
61
年
に
国
の
事
業
と
し
て
首
里

城
跡
を
中
心
に
県
営
公
園
と
国
営
公
園
を
整
備

す
る
計
画
が
決
定
し
ま
し
た
。正
殿
復
元
に
大
い

に
役
立
っ
た
の
が
、
鎌
倉
氏
が
残
し
た
写
真
と

ノ
ー
ト
の
資
料
で
す
。ま
た
、
平
成
19
年
か
ら
始

ま
っ
た
「
御
後
絵
」
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
も
、
鎌
倉
氏
が
大
正
14
年
に
中
城
御
殿
（
沖
縄

戦
で
建
物
・
所
蔵
品
す
べ
て
焼
失
）
で
撮
影
し
た

全
11
点
の
ガ
ラ
ス
乾
板
だ
け
が
復
元
の
頼
り
と

な
り
ま
し
た
。

　首
里
・
那
覇
だ
け
で
な
く
本
島
・
宮
古
・
八

重
山
・
奄
美
大
島
を
歩
い
て
細
か
く
記
録
さ
れ

た
取
材
ノ
ー
ト
（
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
ノ
ー
ト
）
81
冊

を
は
じ
め
、ガ
ラ
ス
乾
板
、写
真
、紅
型
資
料
な
ど

七
千
点
を
超
え
る
資
料
が
「
鎌
倉
資
料
」
と
し
て

ご
家
族
か
ら
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
う
ち
の
二
千
点
が
、
国
の
重
要
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　鎌
倉
氏
の
沖
縄
へ
の
多
大
な
る
貢
献
が
評
価

さ
れ
、昭
和
52
年
、石
垣
市
名
誉
市
民
、昭
和
59
年
、

三
木
町
（
出
身
地
）
名
誉
町
民
と
し
て
顕
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。

　大
正
13
年
の
正
殿
取
り
壊
し
、
平
成
の
首
里
城

復
元
に
続
き
、
今
後
の
首
里
城
正
殿
復
元
事
業
に

お
い
て
も
、
鎌
倉
資
料
が
大
い
に
役
立
つ
も
の
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　鎌
倉
氏
は
、
明
治
31
年
、
香
川
県
氷
上
町（
現
・

三
木
町
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。23
歳
の
時
に
美
術
教

師
と
し
て
沖
縄
勤
務
を
命
じ
ら
れ
来
沖
。沖
縄
県

女
子
師
範
学
校
や
沖
縄
県
立
第
一
高
等
女
学
校
に

て
図
画
教
師
を
し
な
が
ら
、沖
縄
美
術（
建
築
・
彫

刻
・
絵
画
・
工
芸
）
に
魅
了
さ
れ
研
究
に
没
頭
し

ま
す
。

　沖
縄
で
の
勤
務
を
終
え
た
後
は
東
京
美
術
学
校

に
再
入
学
し
、
伊
東
忠
太
博
士（
建
築
家
）の
指
導

を
受
け
な
が
ら
沖
縄
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

　市
も
県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、首
里
城
復
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。主
な
取
り
組
み
は
、次
の

通
り
で
す
。

・復
元・復
興
イ
ベ
ン
ト
の
参
画・協
力（
観
光
課
）

・首
里
城
公
園
に
お
け
る
防
火
対
策
に
関
す
る
管
理     

  

者
と
の
連
携（
消
防
局
）

・首
里
城
周
辺
文
化
財
の
調
査（
文
化
財
課
）

・学
芸
員
に
よ
る
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
助
言・協

  

力（
文
化
財
課
）

・「
新・首
里
杜
構
想
」等
の
策
定
に
関
す
る
連
携（
都  

  

市
計
画
課
）

・地
域・国
及
び
県
と
連
携
し
た
周
遊
ル
ー
ト
の
開 

  

発（
観
光
課
） 

・子
ど
も
た
ち
に
向
け
た
地
域
行
事
、歴
史
、文
化
の 

  

継
承（
生
涯
学
習
課
）

復
興
に
向
け
た
那
覇
市
の
関
わ
り

問
　首
里
城
公
園（
見
学
含
む
）に
関
す
る
こ
と

▼
首
里
城
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
８
８
６・２
０
２
０

復
興
計
画
に
関
す
る
こ
と

▼
沖
縄
県
知
事
公
室
特
命
推
進
課
☎
９
４
３・８
１
９
９

〈
基
本
施
策
３
〉

　首
里
城
公
園
の
さ
ら
な
る

　魅
力
の
向
上

〈
基
本
施
策
４
〉

　文
化
財
等
の
保
全
、復
元
、

　収
集

〈
基
本
施
策
５
〉

  

伝
統
技
術
の
活
用
と
継
承

〈
基
本
施
策
６
〉

  「
新・首
里
杜
構
想
」に
よ
る

　歴
史
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

〈
基
本
施
策
７
〉

   

歴
史
の
継
承
と
資
産
と
し

　て
の
活
用

〈
基
本
施
策
８
〉

　琉
球
文
化
の
ル
ネ
サ
ン
ス

　県
は
令
和
２
年
４
月
に「
首
里
城
復
興
基
本
方

針
」を
、令
和
３
年
３
月
に「
首
里
城
復
興
基
本
計

画
」を
発
表
し
ま
し
た
。
　こ
の
基
本
方
針
と
基

本
計
画
で
は
、次
の
８
つ
の
基
本
施
策
と
そ
の
着

実
な
推
進
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

修復された大龍柱

正殿遺構

〈
基
本
施
策
１
〉
正
殿
等
の
早
期
復
元
と
復
元
過

　
　
　
　
　
　
　程
の
公
開

〈
基
本
施
策
２
〉
火
災
の
原
因
究
明
及
び
防
火
設

　
　
　
　
　
　
　備・施
設
管
理
体
制
の
強
化

首里城 正殿 正面
（大正 11年、鎌倉芳太郎撮影）

　大
正
13
年
３
月
、
東
京
で
た
ま
た
ま
目
に
し
た

新
聞
で
首
里
城
正
殿
を
取
り
壊
し
、
そ
こ
に
沖
縄

県
社
を
建
て
る
と
い
う
記
事
を
読
み
、
大
慌
て
で

伊
東
忠
太
博
士
に
工
事
を
止
め
て
ほ
し
い
と
訴
え

ま
し
た
。伊
東
博
士
か
ら
取
り
壊
し
中
止
の
要
請

を
受
け
た
内
務
省
は
、
す
ぐ
に
沖
縄
県
庁
に
工
事

を
中
止
す
る
よ
う
電
報
で
命
じ
ま
し
た
。

　首
里
に
住
ん
で
い
た
頃
、
首
里
や
沖
縄
・
琉
球

の
文
化
や
人
々
に
触
れ
た
鎌
倉
氏
だ
か
ら
こ
そ
、

首
里
城
を
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　そ
の
後
、
琉
球
芸
術
調
査
の
た
め
再
度
沖
縄
に

赴
き
、
首
里
城
の
ほ
か
、
尚
侯
爵
家（
中
城
御
殿
）、

尚
男
爵
家（
松
山
御
殿
）な
ど
に
あ
る
琉
球
王
家
ゆ

か
り
の
文
化
財
を
は
じ
め
、円
覚
寺
、崇
元
寺
な
ど

の
寺
院
、そ
の
他
首
里
、那
覇
の
名
家
の
所
蔵
品
を

調
査
、撮
影
し
ま
す
。一
年
間
の
調
査
で
写
真
千
五

百
点
、実
物
資
料
三
千
点
を
収
集
し
ま
し
た
。円覚寺 三門 正面

（大正 13年、鎌倉芳太郎撮影）
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ご
え


